
御神渡り

諏訪湖(水面標高 759m)の冬の風物詩「御神渡り」が 2018年 2月 以来出現して

いない。八無神社は 2026年 2月 14日 、明けの海につき「御渡無御座候」と注

進状に記入して諏訪大社に奉献。先人が残した最古の観察記録は室町時代つ

1443年。この現象は、地元では諏訪大社の上社の男神が下社の女神のもとへ通

つた際の「神の通り道」であると伝えられている。

武田軍が氷上渡り(湖面渡り)を したという伝説が残っている様である。武田氏が

滅亡した天正 10年 (1532)の冬に諏訪湖が一度も凍らなかったという記録が残さ

れているとのことだが、「御神渡り」が現れない明けの海は昔にもあった様であ

る。

昔の諏訪は寒かった。山道は凍り、本でつくったソリで滑った。スケート靴はな

く下駄スケートが流行っていた。下駄スケートは明治時代に下諏訪の鋳職人が

外国製のスケート靴をモデルにして発明した。濡れたタオルを廊下に干してお

くと翌朝は、かちかちに凍っていた。「ちゃんちゃんこ」や「ねこ」を着て炭火

の暖かいコタツに入るのが楽しみの一つであった。人々は、「今朝は凍みたなあ」

という挨拶をしたものである。

氷の世界、地球温暖化等の影響でしばらくみられなくなってしまった。

当たり前だった「御神渡り」がみられなくなったのは、本当に寂しい限りである。

(川端紅葉著 2026・ 2・ 14)

「昭和中期 神宮寺から見た諏訪の冬景色」◎川端紅葉

真正面奥の山は蓼科山 (標高 2,531m)
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